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C O N T E N T S
子育て・教育
・「ひがしうらアール・ブリュット展」開催について
	 	 米村佳代子	 P10
・主権者教育の横断的な推進を	長屋　知里	 P10
・図書館での電子書籍の貸し出しや YouTube の
視聴を可能にするなどのデジタル推進について
	 	 大川　　晃	 P14

くらし
・連絡所と区会・自治会に依存した「広報ひがしうら」
の全戸配布は前途多難。	 山田　眞悟	 P14
・プラごみ回収に在庫の旧ゴミ袋の活用を求めます。
	 	 山田　眞悟	 P14

まちづくり
・免許がなくても移動に困らないまちづくりの
　推進を	 米村佳代子	 P10
・マイカーに依存することなく移動ができる
　まちづくりを目指して	 間瀬　宗則	 P11
・都市計画道路名古屋半田線の現状について
	 	 間瀬　宗則	 P11
・令和４年度の予算編成方針は
	 	 田﨑　守人	 P12
・公共施設の更新について	 小松原英治	 P13
・農業施策について	 鏡味　昭史	 P13
・奨学金返還支援制度について
	 	 秋葉富士子	 P15

安全・安心
・東浦知多インター方面から東浦町役場間の
　交通安全は	 田﨑　守人	 P12
・道路整備について	 鏡味　昭史	 P13
・都市計画道路養父森岡線の道路維持及び
　安全対策について	 水野　久子	 P15

健康・福祉
・新型コロナウイルス感染症の第６波に備えた
　本町の対策は	 杉下久仁子	 P11
・高齢者福祉の充実に向けた補聴器購入費補助と
移動支援の実施へ	 杉下久仁子	 P11
・高齢者福祉について	 三浦　雄二	 P12
・敬老事業について	 三浦　雄二	 P12
・今後の「コロナ禍」収束に向けどう乗り切るか。
	 	 山田　眞悟	 P14
・本町の農福連携の取組について
	 	 秋葉富士子	 P15
・障がいを持った方が、東浦町で安心して
　暮らしていくために	 水野　久子	 P15
・健康維持のためのウオーキングコースについて
	 	 水野　久子	 P15

その他
・役場職員向けのハラスメント相談窓口の充実を
	 	 杉下久仁子	 P11
・於大生誕500年イベントについて
	 	 大川　　晃	 P14

　各議員の記事に掲
載の二次元コードを読
み込むと、その議員の
一般質問の様子を動
画でご覧いただけます。
　ぜひ、ご視聴ください！

町政を問う！
12月７日・８日一般質問

一般質問とは？
　皆さんの生活に関わる大切な事柄につい
て、議員が提言も含めて町に考えを聞きます。
　今回の一般質問で、あなたの生活に関わ
る内容はありますか？

16人中12人が登壇

YouTube にて議会映像 配信中！

今号から、各議員のページの最下部に語句説明コーナーを設けました。
本文中に番号が振られたなじみの薄い語句の説明を読んでいただけます。
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①脱炭素社会…二酸化炭素の排出が実質ゼロとなる社会
②タブレット…パソコンの基礎的な機能を備えた板状のタッチ式デジタル機器。GIGAスクール構想により、小中学生へ１人１台配備された。

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュッ
ト（
フ

ラ
ン
ス
語
で「
生き

の
芸
術
」）

は
、
障
が
い
の
あ
る
人
が

独
自
の
発
想
で
表
現
し
た

芸
術
作
品
を
指
す
。

　
本
町
に
お
い
て
、“
障
が

い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

一
緒
に
交
流
を
深
め
る
”

「
ア
ー
ル・ブ
リ
ュッ
ト
展
」

を
公
共
施
設
等
で
開
催
す

る
こ
と
へ
の
見
解
を
伺
う
。

障
が
い
者
が
日
頃
の
活

動
等
で
制
作
し
た
作
品
を
多

く
の
人
に
見
て
も
ら
い
、
障

が
い
に
対
す
る
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に
も
、
作
品

展
の
実
施
は
有
効
と
考
え
る
。

　
関
係
機
関
や
障
が
い
者
等

の
意
見
等
を
踏
ま
え
、
今
後

の
取
り
組
み
を
検
討
す
る
。

QA

本
町
の
小
中
学
校
で
の
主

権
者
教
育
の
取
り
組
み
は
。

主
に
社
会
科
の
授
業
で

行
わ
れ
て
お
り
、小
学
校
３
・

４
年
生
で
は
、
地
域
を
理
解

す
る
こ
と
で
地
域
社
会
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
も
ち
、

５・
６
年
生
で
は
、
視
野
を

県
や
国
に
広
げ
、
自
分
た
ち

の
暮
ら
し
や
憲
法
、
国
の
仕

組
み
を
学
ぶ
。
中
学
校
で
は
、

法
律
に
関
連
付
け
た
国
政
の

仕
組
み
や
民
主
主
義
に
つ
い

て
詳
し
く
学
び
、
主
権
者
と

し
て
の
自
覚
を
高
め
る
。
児

童
会
・
生
徒
会
活
動
も
主
権

者
教
育
の
一
端
を
担
う
。

租
税
教
育
の
取
り
組
み
は
。

半
田
税
務
署
管
内
租
税

教
育
推
進
協
議
会
に
よ
る
租

税
教
室
や
社
会
科
で
実
施
。

　
自
分
た
ち
の
生
活
と
税
金

が
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ

と
を
知
り
、
税
金
の
必
要
性

を
理
解
さ
せ
る
た
め
、
継
続

的
に
開
催
し
た
い
。

QAQA

免
許
が
な
く
て
も
移
動
に 

困
ら
な
い
ま
ち
づ
く
り

高
齢
の
た
め
免
許
を
自

主
返
納
す
る
人
が
増
え
る

中
で
、
住
民
の
足
を
ど
う

確
保
し
て
い
く
か
。
免
許

が
な
く
て
も
困
ら
な
い
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
は
。

住
民
が
町
運
行
バ
ス

「
う
・
ら
・
ら
」や
公
共
交
通

を
生
活
の
中
に
少
し
で
も
取

り
入
れ
、
利
用
し
て
も
ら
う

こ
と
が
重
要
。
利
用
者
の
意

見
等
に
よ
る
現
行
サ
ー
ビ
ス

の
改
善
や
新
た
な
移
動
サ
ー

ビ
ス
の
導
入
検
討
を
行
い
、

利
用
し
や
す
い
、
ま
た
、
利

用
し
た
く
な
る
よ
う
な
情
報

提
供
や
環
境
づ
く
り
に
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
ら
が
公
共
交
通
の
存
続
、

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
も
つ
な

が
る
も
の
と
考
え
る
。

今
後
、
脱
炭
素
社
会
①
の

実
現
や
少
子
高
齢
化
社
会

QAQ

行
政
に
お
け
る
主
権
者

教
育
は
。

社
会
の
出
来
事
に
つ
い
て

自
ら
考
え
、主
体
的
に
行
動

す
る
人
間
を
育
成
し
、有
権

者
と
し
て
の
政
治
的
教
養
を

育
成
す
る
た
め
、若
者
会
議

や
各
種
出
前
講
座
を
実
施
。

　

出
前
講
座
で
は
、選
挙
の

必
要
性
や
制
度
の
説
明
、模

QA

に
向
け“
高
齢
者
が
生
涯

を
最
後
ま
で
楽
し
く
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
”自
動
運
転

バ
ス
や
燃
料
電
池
バ
ス
等

へ
の
切
り
替
え
、
最
新
動

向
を
注
視
・
研
究
し
て
い

く
こ
と
も
重
要
で
は
な
い

か
。
町
の
見
解
を
伺
う
。

予
約
を
入
れ
て
指
定
さ

れ
た
時
間
に
指
定
さ
れ
た
場

所
へ
送
迎
す
る
デ
マ
ン
ド
交

通
や
、
通
行
が
困
難
な
狭
い

道
で
も
通
行
可
能
な
小
型
電

動
車「
グ
リ
ー
ン
ス
ロ
ー
モ

ビ
リ
テ
ィ
」等
、
新
た
な
移

動
手
法
の
導
入
に
つ
い
て
も
、

引
き
続
き
最
新
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
。

A

擬
選
挙
を
行
う
。選
挙
を「
自

分
事
」と
し
て
理
解
さ
せ
る
た

め
、継
続
的
に
実
施
し
た
い
。

小
中
学
校
等
公
共
施
設

の
整
備
は
じ
め
町
の
政
策

に
つ
い
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
②

で
の
意
見
聴
取
の
考
え
は
。

自
分
の
意
見
を
表
出
す

る
こ
と
は
、
主
権
者
意
識
を

高
め
る
た
め
の
有
効
な
手
立

て
の
一
つ
と
考
え
る
。

町
政
へ
の
参
画
や
意
見
を

政
策
形
成
に
生
か
す
手
法

と
し
て
、行
政
が
理
事
者
と

な
り
、児
童
生
徒
を
対
象
と

し
た「
こ
ど
も
議
会
」開
催

を
提
案
す
る
が
、見
解
は
。

授
業
や
児
童
会
・
生
徒

会
活
動
の
中
で
、
こ
の
よ
う

な
機
会
は
提
供
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
取
り
組
み
の
実
施
は
、

児
童
生
徒
や
、
場
合
に
よ
っ

て
は
教
員
に
過
度
な
負
担
を

負
わ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
主
催
す
る
考
え
は
な
い
。

QAQA

▲住民の“新しい足”小型電動車
「里モビ」（豊田市／公明新聞）

▲はんだアール・ブリュット展

▲平成28年～令和３年　東浦町年代別投票率（18歳・19歳・20歳代）

作
品
展
を
行
う
こ
と
は
有
効

A

自
ら
考
え
る
機
会
の
提
供
が
必
要

A

ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
展
開
催
を

Q

主
権
者
教
育
の
横
断
的
な
推
進
を

Q

長屋　知里長屋　知里
議員議員

米村佳代子米村佳代子
議員議員

18歳 19歳 20歳代
平成28年７月 参議院議員選挙 59.22％ 51.19％ 45.49％
平成29年10月 衆議院議員選挙 60.78％ 40.96％ 43.23％
平成31年２月 愛知県知事選挙 37.45％ 29.58％ 26.33％
平成31年４月 愛知県議会議員選挙 31.61％ 28.79％ 28.36％
平成31年４月 東浦町議会議員選挙 32.64％ 29.01％ 28.73％
令和元年７月 参議院議員選挙 37.83％ 37.11％ 36.91％
令和３年10月 衆議院議員選挙 53.30％ 47.78％ 44.84％

語句
説明

一般質問
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①デマンド交通・デマンド型…利用者の予約により、指定された時間・場所へ送迎する交通サービス
②ハラスメント…P17ハラスメント防止研修記事参照

語句
説明

加
齢
に
よ
る
難
聴
が
原

因
で
、
周
囲
か
ら
疎
遠
に

な
っ
た
り
、
閉
じ
こ
も
り

気
味
に
な
っ
た
り
す
る
こ

と
も
あ
る
。

　
介
護
予
防
の
視
点
か
ら

も
、
補
聴
器
購
入
費
補
助

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見

解
は
。

外
出
や
交
流
を
避
け
る

理
由
に
は
、
耳
の
聞
こ
え
だ

け
で
な
く
、
視
力
の
低
下
等

様
々
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
。

　
一
人
ひ
と
り
の
事
情
を
考

慮
し
、
助
け
合
え
る
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
こ
と
も
介
護

予
防
の
一
つ
と
考
え
、
現
在
、

補
聴
器
購
入
補
助
は
考
え
て

い
な
い
。

QA

令
和
３
年
６
月
定
例
会
の

一
般
質
問
で
、県
公
安
委
員

会
と
の
協
議
で
信
号
交
差

点
の
合
意
が
得
ら
れ
な
い

と
の
答
弁
だ
っ
た
が
、６
月

以
降
の
協
議
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
３
年
６
月
、
８
月

（
２
回
）、
11
月
、
12
月
に
協

議
を
実
施
。
12
月
の
協
議
で

交
差
点
の
必
要
性
を
理
解
し

て
も
ら
い
、
４
ヵ
所
の
交
差

点
計
画
で
了
解
を
得
ら
れ
た
。

道
路
設
計
説
明
会
の
開

催
見
通
し
は
。

県
公
安
委
員
会
と
の
協

議
が
合
意
に
至
っ
た
た
め
、

今
年
度
中
に
開
催
す
る
。

緒
川
植
山
交
差
点
か
ら

阿
久
比
町
内
福
住
交
差
点

QAQAQ

高
齢
者
へ
の
社
会
参
加

促
進
に
向
け
た
支
援
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成

制
度
や
デ
マ
ン
ド
交
通
①

が
考
え
ら
れ
る
が
、
新
し

い
移
動
支
援
の
実
施
も
含

め
、
見
解
は
。

地
区
と
協
力
し
、
狭
い

範
囲
で
の
送
迎
の
仕
組
み
づ

く
り
等
の
生
活
支
援
充
実
を
、

現
在
策
定
中
の「
第
２
次
東

浦
町
地
域
福
祉
計
画
」重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
に
位
置

付
け
て
い
き
た
い
。

　
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
等
も

含
め
、
引
き
続
き
高
齢
者
の

社
会
参
加
や
公
共
交
通
の
利

用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
第
６
波
に
備
え

第
６
波
に
備
え
る
本
町

で
の
対
策
と
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
の

行
政
検
査
を
無
償
で
実
施

す
る
考
え
は
。

感
染
拡
大
時
の
対
応
は
、

本
町
の
み
で
は
で
き
な
い
。

国
、
県
、
他
市
町
村
と
足
並

QAQA

ま
で
を
事
業
区
間
と
し
て

一
体
整
備
す
る
と
の
こ
と

だ
が
、説
明
会
の
開
催
方

法
は
。

本
町
と
阿
久
比
町
に
お

い
て
個
別
に
開
催
す
る
。

マ
イ
カ
ー
に
依
存
せ
ず
に 

移
動
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を

町
運
行
バ
ス「
う・ら・ら
」

の
運
行
ル
ー
ト
外
の
地
域

や
心
身
的
な
理
由
で
運
転

で
き
な
い
人
に
は
、デ
マ
ン

ド
型
①（
予
約
型
）の
運
行

が
必
要
と
考
え
る
。「
う・

ら・ら
」と
デ
マ
ン
ド
型
交

通
を
併
用
す
る
考
え
は
。

各
交
通
手
段
が
ど
ん
な

人
を
対
象
に
、
ど
ん
な
移
動

に
対
し
、
ど
ん
な
輸
送
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
か
を
明
確

に
し
て
導
入
を
検
討
す
る
。

東
ヶ
丘
と
名
鉄
巽
ケ
丘

駅
間
は
、
朝
夕
は
民
間
バ

ス
が
運
行
し
て
い
る
が
、

平
日
昼
間
時
間
帯
の
運
行

AQAQ

み
を
そ
ろ
え
た
対
応
を
図
る
。

　
ま
た
、
国
で
は
検
査
数
を

大
幅
に
増
加
さ
せ
る
た
め
、

都
道
府
県
の
判
断
で
認
め
ら

れ
た
検
査
場
で
の
無
料
検
査

の
実
施
を
検
討
し
て
い
る
。

役
場
職
員
向
け 

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
②
相
談
窓
口

相
談
窓
口
に
第
三
者
が

入
る
こ
と
で
の
客
観
性
や
、

専
門
家
に
よ
る
意
見
を
参

考
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り

良
い
解
決
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
現
在
の
相
談
窓

口
は
。

　
ま
た
、
専
門
性
の
あ
る

団
体
等
へ
窓
口
を
委
託
す

る
考
え
は
。

現
在
、
相
談
窓
口
は
秘

書
人
事
課
と
な
っ
て
い
る
。

　
事
実
が
あ
る
場
合
や
判
断

に
迷
う
場
合
に
顧
問
弁
護
士

へ
相
談
を
し
て
お
り
、
客
観

性
の
確
保
は
で
き
て
い
る
と

考
え
て
い
る
た
め
、
委
託
等

は
考
え
て
い
な
い
。

QA

は
な
い
。
平
日
昼
間
時
間

帯
に「
う
・
ら
・
ら
」を
巽

ケ
丘
駅
に
乗
り
入
れ
る
考

え
は
。

巽
ケ
丘
駅
へ
の
乗
り
入

れ
は
多
く
の
要
望
が
あ
り
、

地
域
公
共
交
通
計
画
の
グ

ル
ー
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
も

ニ
ー
ズ
が
確
認
で
き
た
た
め
、

「
う
・
ら
・
ら
」と
民
間
路
線

バ
ス
と
の
乗
継
券
発
行
に
よ

る
運
賃
割
引
や
待
合
環
境
の

整
備
等
も
視
野
に
、
公
共
交

通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
図

り
た
い
。

高
齢
者
の
運
転
免
許
自

主
返
納
者
が
増
加
し
て
い

る
が
、
た
め
ら
っ
て
い
る

人
も
多
い
。
使
用
期
限
を

設
け
な
い「
う
・
ら
・
ら
」

無
料
乗
車
券
を
支
援
策
と

す
る
考
え
は
。

社
会
参
加
を
促
し
な
が

ら
総
合
的
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
り
、
今
の
と
こ
ろ
支
援

策
と
す
る
考
え
は
な
い
。

AQA

▲耳かけ式補聴器を着けている様子

▲緒川植山交差点から
福住交差点まで　名古屋
半田線延長2.4㎞を整備

現
在
は
考
え
て
い
な
い

A

今
年
度
中
に
説
明
会
を
開
催
す
る

A

高
齢
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助
を

Q

名
古
屋
半
田
線
の
現
状
は

Q

間瀬　宗則間瀬　宗則
議員議員

杉下久仁子杉下久仁子
議員議員

一般質問
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①カーボンニュートラル…二酸化炭素の排出を実質ゼロとすること
②グリーン成長戦略…2050年までにカーボンニュートラルを目指すための「経済と環境の好循環」につなげる産業政策

語句
説明

コ
ロ
ナ
禍
で
の
ゆ
う
ゆ

う
ク
ラ
ブ
や
集
い
の
場
等

へ
の
支
援
は
。

ゆ
う
ゆ
う
ク
ラ
ブ
へ
の

支
援
は
、
緊
急
事
態
宣
言
に

よ
る
公
共
施
設
利
用
中
止
後

の
利
用
再
開
時
に
、
感
染
症

周
知
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
、

サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
購
入
、

手
指
消
毒
薬
の
配
置
を
実
施
。

　

集
い
の
場
へ
の
支
援
は
、

緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
集
い

の
場
を
中
止
し
た
団
体
か
ら
、

再
開
時
に
感
染
症
対
策
等
の

相
談
を
受
け
て
い
る
。

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
高
齢
者
の
人
数
は
。

65
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮

ら
し
の
ほ
か
、
75
歳
以
上
の

QAQA

東
浦
知
多
イ
ン
タ
ー
方

面
か
ら
役
場
間
の
交
通
安

全
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

に
改
良
や
改
修
が
完
了
し

た
箇
所
は
。

Ａ
区
間
で
は
、緒
川
相
生

交
差
点
の
西
側
約
７
７
０ｍ
の

区
間
の
路
肩
に
カ
ラ
ー
舗
装

を
実
施
。Ｂ
区
間
で
は
、猪
伏

釜
交
差
点
の
西
側
約
２
４
０ｍ

の
区
間
の
整
備
が
今
年
度
完

了
し
、自
転
車
や
歩
行
者
と
車

両
が
分
離
さ
れ
た
安
全
な
空

間
を
確
保
し
た
。

今
後
の
取
り
組
み
は
。

県
道
東
浦
名
古
屋
線
の

通
行
者
の
安
全
を
確
保
す
る

QAQA

み
の
世
帯
や
日
中
独
居
に
な

る
人
に「
高
齢
者
あ
ん
し
ん

カ
ー
ド
」の
登
録
制
度
が
あ

り
、
令
和
３
年
10
月
末
現
在

の
登
録
件
数
は
８
０
９
件
。

地
域
見
守
り
推
進
と
し

て
、
令
和
元
年
度
は
17
ヵ

所
の
民
間
事
業
者
と
協
定

を
締
結
し
て
い
る
が
、
こ

の
民
間
事
業
者
の
職
種
は
。

新
聞
販
売
が
８
事
業
者
、

牛
乳
販
売
が
２
事
業
者
、
乳

酸
菌
飲
料
販
売
、
ガ
ス
会
社
、

水
道
、
郵
便
局
、
生
活
協
同

組
合
、
電
力
会
社
、
生
命
保

険
会
社
が
各
１
事
業
者
。

高
齢
者
の
権
利
を
守
る

支
援
の
中
に
虐
待
防
止
が

あ
る
が
、
令
和
２
年
度
の

虐
待
件
数
と
種
類
は
。

通
報
受
理
件
数
が
15
件
、

虐
待
認
定
件
数
が
13
件
、
終

結
件
数
が
７
件
で
、
種
類
は
、

身
体
的
虐
待
、
心
理
的
虐
待
、

経
済
的
虐
待
、
ネ
グ
レ
ク
ト
。

QAQA

た
め
、
自
転
車
歩
行
者
道
設

置
の
早
期
完
成
が
急
務
と
考

え
、
用
地
買
収
時
に
は
関
係

地
権
者
に
理
解
、
協
力
が
得

ら
れ
る
よ
う
、
県
と
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
。

令
和
４
年
度
の
予
算

令
和
４
年
度
東
浦
町
予

算
編
成
の
基
本
方
針
は
。

新
た
な
基
本
方
針
で
は
、

国
の「
経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
２
０
２
１
」と

基
調
を
合
わ
せ
、グ
リ
ー
ン

社
会
の
実
現
、デ
ジ
タ
ル
化

の
加
速
、活
力
あ
る
地
方
創

り
、少
子
化
の
克
服
お
よ
び

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

社
会
の
実
現
を
目
指
し
た
事

業
の
予
算
化
も
検
討
す
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
①
お
よ
び
グ
リ
ー
ン
社

会
の
実
現
と「
第
３
次
東

浦
町
の
環
境
を
守
る
基
本

計
画
」の
関
係
は
。

本
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ

QAQA

認
知
症
の
人
が
行
方
不

明
に
な
っ
た
際
に
、迅
速
に

捜
索
が
で
き
る
よ
う
メ
ー

ル
配
信
シ
ス
テ
ム
の
活
用

を
推
進
し
て
い
る
が
、認

知
症
高
齢
者
等
登
録
制
度

の
現
時
点
の
登
録
者
数
は
。

令
和
３
年
10
月
末
時
点

で
１
９
１
人
。

認
知
症
高
齢
者
等
賠
償

事
故
補
償
保
険
の
加
入
者

数
お
よ
び
加
入
促
進
の
考

え
は
。

加
入
者
数
は
、
令
和
３

年
10
月
末
時
点
で
１
６
７
人
。

認
知
症
高
齢
者
等
登
録
を

行
っ
た
人
に
保
険
加
入
の
案

内
を
し
て
い
る
。

敬
老
事
業

令
和
３
年
度
か
ら
敬
老

事
業
を
廃
止
し
た
が
、
対

象
者
へ
の
説
明
は
。

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、

区
長
、
民
生
委
員
等
に
廃
止

と
し
た
経
緯
等
を
説
明
し
た
。

QAQAQA

た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
温
室
効

果
ガ
ス
削
減
に
関
す
る
各
施

策
を
進
め
る
こ
と
は
、政
府

が
掲
げ
る
２
０
５
０
年
の
温

室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を
実
質

ゼ
ロ
に
す
る
カ
ー
ボ
ン
ニュ
ー

ト
ラ
ル
に
つ
な
が
る
と
と
も
に
、

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
②
の
推

進
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
主
力
電
源
化
等
を
行
い
、

経
済
と
環
境
の
好
循
環
を
つ

く
り
出
す
グ
リ
ー
ン
社
会
の

実
現
に
も
資
す
る
関
係
に
あ

る
も
の
と
捉
え
て
い
る
。

▲第８期東浦町高齢者福祉計画

▲東浦知多 IC方面～東浦町役場間の道路

▲基本目標１ エネルギーを節約し、地球温暖化防止に貢献するまちづくり

第３次東浦町の環境を守る基本計画〈成果指標〉

民
生
委
員
等
が
声
掛
け

A

県
と
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

A

高
齢
者
の
孤
独
感
解
消
は

Q

イ
ン
タ
ー
・
役
場
間
の
交
通
安
全
は

Q

三浦　雄二三浦　雄二
議員議員

田﨑　守人田﨑　守人
議員議員

東浦知多 IC
東浦町
役場
東浦町
役場

上
米
田

上
米
田

鰻
池
鰻
池

緒
川
相
生

緒
川
相
生

猪
伏
釜

猪
伏
釜

濁
池
西

濁
池
西

緒
川
小
南

緒
川
小
南

東
浦
役
場
前

東
浦
役
場
前B区間 C区間A区間

項目 実績値
（令和元年度）

中間目標
（令和７年度）

最終目標
（令和12年度） 担当課

二酸化炭素の
年間排出量

313千t-CO2
（平成29年度） 298千t-CO2 284千t-CO2 環境課

東浦町役場の
年間電力消費量

287,968
kWh/年

285,000
kWh/年

282,000
kWh/年 総務課

公共交通「う・ら・ら」
の年間利用者数

240,255
人/年

331,000
人/年 → 防災

交通課

一般質問
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①人・農地プラン…農業者が話し合いに基づき、地域農業での中心経営体、地域での農業の将来の在り方等を明確化し、町が公表するもの
②エキノコックス…主に肝臓に寄生し、肝機能障害、右わき腹の痛み、黄疸等の症状がある。症状が出るまでに10年以上要する。

再
配
置
検
討
案
の
内
容

お
よ
び
今
後
の
展
開
は
。

令
和
３
年
度
に
発
足
し

た
公
共
施
設
再
配
置
検
討
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、
２

回
の
勉
強
会
、
４
回
の
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

　

内
容
は
、森
岡
小
学
校
を

QA

幹
線
道
路
等
の
整
備
計

画
は
。

都
市
計
画
道
路
は
、
養

父
森
岡
線
を
は
じ
め
９
路
線

で
、
総
延
長
約
９・
７
㎞
の

整
備
計
画
。
平
成
29
年
の
整

備
済
み
延
長
は
約
４・６
㎞
、

整
備
率
は
47
・
３
％
で
、
５

年
後
の
目
標
値
は
48
・
９
％
。

　
幅
員
６
ｍ
以
上
の
拡
幅
計

画
で
は
、
基
本
的
に
後
退
用

地
制
度
と
同
様
に
、
建
物
の

建
て
替
え
時
に
用
地
を
確
保

し
、
整
備
を
促
進
し
て
い
る
。

町
道
西
平
地
西
之
宮
線

の
拡
幅
計
画
を
８・
５
ｍ

と
し
た
根
拠
は
。

歩
道
や
車
道
の
幅
員
は
、

QAQA

中
心
と
し
た
森
岡
地
区
の
公

共
施
設
の
集
約・複
合
化
や
、

役
場
と
文
化
セ
ン
タ
ー
周
辺

施
設
の
集
約・複
合
化
で
あ
る
。

　
今
後
の
展
開
は
、こ
れ
か
ら

行
う
住
民
と
の
意
見
交
換
等

の
内
容
を
踏
ま
え
て
、再
配
置

の
検
討
を
進
め
る
。ま
た
、統

廃
合
や
複
合
化
の
検
討
を
進

め
つ
つ
、近
隣
市
町
の
公
共
施

設
の
相
互
利
用
、事
業
の
広

域
化
や
、維
持
管
理
コ
ス
ト
の

負
担
軽
減
、基
金
の
計
画
的

な
積
み
立
て
等
、様
々
な
方

法
を
組
み
合
わ
せ
、将
来
に
わ

た
り
持
続
可
能
な
公
共
施
設

の
あ
り
方
を
検
討
す
る
。

小
学
校
と
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
集
約
化

し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
、

デ
メ
リ
ッ
ト
は
。

メ
リ
ッ
ト
は
、
ハ
ー
ド

面
で
は
、
集
約
化
に
よ
り
共

用
部
を
共
有
す
る
こ
と
で
建

物
や
敷
地
の
面
積
が
縮
減
で

き
る
こ
と
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、

QA

道
路
構
造
令
に
よ
り
定
め
ら

れ
て
い
る
。
当
該
道
路
の
車

道
幅
員
は
、
家
屋
の
近
接
状

況
、
通
学
路
で
の
自
転
車
、

歩
行
者
と
車
が
混
在
す
る
危

険
な
状
況
の
解
消
、
急
な
縦

断
勾
配
の
道
路
の
車
両
速
度

抑
制
等
に
よ
り
、
５
ｍ
と
し

て
い
る
。
歩
道
幅
員
は
、
自

転
車
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
、

す
れ
違
い
等
の
交
通
形
態
を

想
定
し
３・５ｍ
と
し
て
い
る
。

本
町
の
農
業
施
策

今
後
の
農
業
で
は
、離
農

や
高
齢
化
に
よ
る
担
い
手

不
足
、食
料
自
給
率
の
低
下
、

耕
作
放
棄
地
の
拡
大
、海
外

か
ら
の
安
価
な
輸
入
等
、多

岐
に
わ
た
る
影
響
が
あ
る

が
、本
町
で
の
対
策
は
。

担
い
手
に
よ
る
効
率
的

な
農
地
利
用
の
推
進
を
図
り
、

農
地
を
将
来
に
わ
た
っ
て
活

用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

人
・
農
地
プ
ラ
ン
①
の
実
行

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
担
い

QA

特
別
教
室
を
多
く
の
人
が
効

率
的
に
使
用
で
き
る
こ
と
、

交
流
機
会
が
増
加
す
る
こ
と
、

地
域
の
学
校
に
対
す
る
理
解

促
進
や
児
童
の
見
守
り
が
可

能
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

　
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
ハ
ー
ド

面
で
は
、
施
設
や
敷
地
が
相

対
的
に
大
き
く
な
る
こ
と
に

よ
り
、
施
設
管
理
業
務
が
複

雑
化
・
煩
雑
化
す
る
こ
と
。

ソ
フ
ト
面
で
は
、
利
用
者
に

寛
容
性
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
、

運
用
面
で
の
安
全
対
策
が
必

要
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

財
源
と
な
る
国
庫
支
出

金
、
地
方
交
付
税
の
30
年

後
の
見
通
し
は
。

現
時
点
で
見
通
す
こ
と

は
、
非
常
に
難
し
い
。

施
設
類
型
ご
と
の
方
向
性

や
面
積
の
縮
減
目
標
を
数

値
化
し
、公
表
す
る
考
え
は
。

公
表
す
る
こ
と
に
よ
る
影

響
を
踏
ま
え
、検
討
し
て
い
く
。

QAQA

手
不
足
に
対
応
す
る
た
め
、

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
農

業
大
学
校
と
も
連
携
し
、
経

営
継
承
を
考
え
て
い
る
農
家

と
調
整
を
図
っ
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
担
い
手
へ
の
集

積
・
集
約
を
促
進
し
、
大
区

画
化
や
効
果
的
な
基
盤
整
備

に
つ
な
げ
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

や
情
報
通
信
技
術
等
の
ス

マ
ー
ト
農
業
の
導
入
等
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
農
業
者

と
継
続
的
に
話
し
合
い
た
い
。

キ
ツ
ネ
等
の
糞
便
に
含

ま
れ
る
寄
生
虫「
エ
キ
ノ

コ
ッ
ク
ス
②
」が
知
多
半
島

で
発
見
さ
れ
た
が
、対
策
は
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
は
、
知

多
半
島
で
は
平
成
26
年
に
野

犬
か
ら
検
出
さ
れ
、
現
在
ま

で
に
９
例
確
認
さ
れ
て
い
る
。

人
か
ら
人
へ
の
感
染
は
な
く
、

適
切
な
予
防
で
人
へ
の
感
染

は
防
げ
る
た
め
、
感
染
予
防

の
注
意
喚
起
に
努
め
る
。

QA

▲小学校とコミュニティセン
ターを集約化した場合の財源

▲平地橋から
町道西平地西之宮線を臨む

持
続
可
能
な
施
設
の
あ
り
方
を
検
討

A

計
画
時
か
ら
整
備
率
向
上
を
目
標

A

公
共
施
設
更
新
の
今
後
の
展
開
は

Q

幹
線
道
路
等
の
整
備
計
画
は

Q

小松原英治小松原英治
議員議員

鏡味　昭史鏡味　昭史
議員議員

地方債
名　称 充当額 交付税措置

学校教育施設
等整備事業債

（対象事業費
－補助金等）
×90％

元利償還金
の70％

公共施設等
適正管理推進
事業債

（対象事業費
－補助金等）
×90％

元利償還金
の30～50％

公共用地先行
取得等事業債

対象事業費
×100％ なし

国庫支出金
名　称 負担金・

補助金の額
公立学校施設
整備費負担金

対象事業費
の１/２

学校施設環境
改善交付金

対象事業費
の１/３

語句
説明

一般質問
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①指定管理者…P８指定管理者制度記事参照
②ビデオ会議…パソコン等で、離れた場所にいる人と中継映像を結び、互いに会話できるようにした遠隔会議システム

ほ
か
の
市
町
と
連
携
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
行
う
考
え
は
。

刈
谷
市
の
大
名
行
列
へ

の
参
加
や
刈
谷
市
で
選
ば
れ

た
於
大
姫
等
の
於
大
ま
つ
り

へ
の
参
加
等
、
連
携
は
し
て

き
て
い
る
た
め
、
イ
ベ
ン
ト

実
施
を
具
体
的
に
検
討
す
る

際
に
は
、
刈
谷
市
を
は
じ
め

と
す
る
周
辺
市
町
と
の
連
携

も
検
討
し
て
い
く
。

於
大
サ
ミ
ッ
ト
等
の
開

催
に
対
す
る
見
解
は
。

過
去
に
本
町
の
ほ
か
岡
崎

市
等
、
水
野
家
に
所
縁
の
あ

る
自
治
体
が
刈
谷
市
に
集
ま

り
、
水
野
家
関
係
自
治
体
サ

ミ
ッ
ト
が
開
催
さ
れ
た
。

　
観
光
交
流
を
促
進
す
る
こ

QAQA

こ
れ
ま
で
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
、
コ
ロ
ナ
患
者

に
対
す
る
対
応
は
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
状
況
は
、

令
和
３
年
11
月
24
日
ま
で
に

１
回
目
が
３
万
９
２
６
８
人

（
87
・
４
％
）、
２
回
目
が

３
万
８
９
３
９
人（
86
・
７
％
）。

　
コ
ロ
ナ
患
者
へ
の
対
応
は
、

法
律
に
基
づ
き
県
が
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
お
よ
び
感
染
予

防
は
、
本
町
の
み
で
の
対
応

は
で
き
ず
、
県
と
連
携
し
た

対
応
が
必
要
で
あ
る
。

３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
児
童（
５
～
11
歳
）へ

の
接
種
お
よ
び
抗
原
検
査

の
今
後
の
対
応
は
。

令
和
３
年
12
月
か
ら
順

次
開
始
。
対
象
者
に
は
２
回

目
接
種
か
ら
８
ヵ
月
経
過
前

に
順
次
接
種
案
内
を
送
付
し
、

高
齢
者
は
令
和
４
年
１
月
下

旬
を
目
標
に
準
備
。

QAQA

と
等
が
宣
言
さ
れ
、
観
光
協

会
等
の
出
店
等
、
相
互
参
加

に
よ
り
交
流
を
し
て
い
る
。
於

大
の
方
を
観
光
の
軸
に
据
え

て
本
町
の
魅
力
を
発
信
で
き
、

関
係
自
治
体
の
住
民
を
は
じ

め
と
す
る
交
流
人
口
の
拡
大

が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

図
書
館
で
の
電
子
書
籍
等 

デ
ジ
タ
ル
推
進

他
市
町
の
図
書
館
で
の

電
子
書
籍
の
貸
し
出
し
の

現
状
は
。

県
で
は
、
９
自
治
体
、

17
図
書
館
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
電
子
書
籍
の

貸
し
出
し
を
行
っ
て
い
る
。

本
町
で
電
子
書
籍
を
貸

し
出
す
こ
と
は
可
能
か
。

指
定
管
理
者
①
に
よ
る
管

理
に
なっ
た
際
に
は
、
電
子
書

籍
サ
ー
ビ
ス
を
導
入
で
き
る
。

図
書
館
で
Ｙｏｕ
Ｔｕ
ｂｅ

視
聴
が
で
き
な
い
理
由
は
。

QAQAQ

生
活
弱
者
へ
の
援
助
、

経
済
活
動
へ
の
対
応
等
、

今
後
の
課
題
は
。

生
活
弱
者
へ
の
援
助
で

は
、
引
き
続
き
緊
急
小
口
資

金
等
の
特
例
貸
付
等
、
適
切

な
情
報
や
支
援
が
届
く
よ
う

関
係
機
関
と
連
携
を
図
る
。

　
経
済
活
動
へ
の
対
応
で
も
、

引
き
続
き
速
や
か
に
適
切
な

支
援
が
行
え
る
よ
う
情
報
収

集
や
支
援
の
周
知
を
行
う
。

広
報
ひ
が
し
う
ら
未
配
布

は
行
政
差
別
だ

広
報
ひ
が
し
う
ら
の
配

布
体
制
は
、
区
に
頼
る
配

布
体
制
か
ら
、
広
報
担
当

課
が
主
体
性
を
も
っ
て
進

め
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
が
、

見
解
は
。

広
報
紙
等
の
配
布
方
法

に
は
、
様
々
な
意
見
が
あ
る
。

地
区
を
通
じ
て
配
布
す
る
こ

と
が
負
担
に
つ
な
が
っ
て
い

な
い
か
等
の
意
見
を
聴
取
・

検
討
す
る
た
め
の「（
仮
称
）

QAQA

暴
力
的
な
内
容
や
卑
猥

な
内
容
の
も
の
等
、
公
共
の

場
で
視
聴
す
る
に
は
ふ
さ
わ

し
く
な
い
動
画
も
登
録
さ
れ

て
い
る
た
め
。

図
書
館
内
に
ビ
デ
オ
会

議
②
が
で
き
る
場
所
が
あ

る
と
良
い
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

他
の
利
用
者
の
妨
げ
に

な
ら
な
い
よ
う
、
２
階
に
あ

る
会
議
室
を
貸
し
出
す
こ
と

に
な
る
と
想
定
さ
れ
る
が
、

会
議
室
は
貸
館
や
個
別
利
用

を
想
定
し
た
も
の
に
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
会
議
室
の
貸

し
出
し
は
行
っ
て
い
な
い
。

AQA

広
報
紙
等
の
配
布
及
び
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
加
入
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」を

今
年
度
中
に
実
施
予
定
。

プ
ラ
ご
み
回
収
に 

青
い
ご
み
袋
の
活
用
を

プ
ラ
容
器
毎
週
回
収
に

よ
る
プ
ラ
容
器
の
増
量
率
、

可
燃
ご
み
の
減
量
率
は
。

　
ま
た
、
在
庫
の
旧
ご
み

袋
を
全
世
帯
に
配
布
し
、

プ
ラ
容
器
回
収
を
よ
り
積

極
的
に
働
き
か
け
る
考
え

は
。プ

ラ
容
器
は
月
平
均

２・３
ｔ
、６・４
％
の
増
。
可

燃
ご
み
は
月
平
均
３・２
ｔ
、

０・５
％
の
減
。

　
旧
指
定
ご
み
袋
の
無
償
配

布
の
予
定
は
な
い
が
、
有
効

活
用
の
検
討
は
継
続
し
た
い
。

QA

▲「於大の方」 桑山賀行作

▲電子書籍のイメージ

於
大
ま
つ
り
推
進
協
議
会
で
検
討

A

高
齢
者
は
１
月
下
旬
目
標
に
準
備

A

於
大
生
誕
５
０
０
年
イ
ベ
ン
ト
は

Q

コ
ロ
ナ
禍
３
回
目
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

Q

大川　　晃大川　　晃
議員議員

山田　眞悟山田　眞悟
議員議員

語句
説明

一般質問
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①農福連携…障がい者等が農業分野で活躍することで、自信や生きがいを持って社会参画を実現していく取り組み
②奨学金返還支援制度…大学卒業後、地元への就職や定住等を条件に地元自治体が奨学金の返還を支援する制度

農
福
連
携
が
始
ま
っ
た

経
緯
は
。

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事

業
所
で
の
低
工
賃
と
い
う
課

題
解
決
の
た
め
、
令
和
２
年

11
月
か
ら
障
が
い
支
援
課
と

農
業
振
興
課
で
協
議
を
始
め

た
。
農
業
委
員
会
の
協
力
を

得
て
、
Ｊ
Ａ
愛
知
中
央
会
の

農
福
連
携
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
よ
り
、

令
和
3
年
度
か
ら
開
始
し
た
。

成
果
と
課
題
は
。

令
和
３
年
４
月
か
ら
、

わ
ら
び
の
袋
詰
め
、
除
草
作

業
、
梅
の
選
別
等
を
実
施
。

協
力
農
家
の
農
作
業
の
軽
減
、

障
が
い
者
の
能
力
や
メ
ン
タ

ル
面
の
向
上
等
が
あ
り
、
地

QAQA

障
害
者
手
帳
を
持
つ
人

が
就
労
支
援
を
受
け
る
た

め
に
町
外
の
福
祉
施
設
に

通
う
と
、
送
迎
の
支
援
が

な
い
た
め
交
通
費
が
必
要

と
な
る
。
町
内
の
施
設
で

あ
れ
ば
、
無
料
と
な
る
町

運
行
バ
ス「
う
・
ら
・
ら
」

で
通
え
る
が
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
一
環
と
し
て
、

公
共
交
通
機
関
の
交
通
費

助
成
の
考
え
は
。

本
町
で
は
、
タ
ク
シ
ー

料
金
助
成
制
度
が
あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
や
名
鉄
等
の
私
鉄
お

よ
び
バ
ス
等
は
、
障
害
者
手

帳
の
等
級
等
に
応
じ
た
割
引

制
度
が
あ
る
。

親
亡
き
後
、
兄
弟
等
に

負
担
を
か
け
な
い
よ
う
早

い
時
期
か
ら
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
入
所
に
関
心
が
集

ま
っ
て
い
る
。
今
後
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
、

国
や
県
の
動
向
お
よ
び
町

の
考
え
は
。

QAQ

域
共
生
社
会
が
実
現
さ
れ
、

障
が
い
者
が
新
た
な
農
業
分

野
で
活
躍
で
き
る
環
境
が
整

備
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
課
題
は
、

体
力
面
の
不
安
や
障
害
特
性

に
よ
る
作
業
の
調
整
、
工
賃

設
定
の
妥
当
性
等
で
あ
る
。

今
後
の
予
定
は
。

新
た
な
協
力
農
家
や
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

参
加
を
呼
び
か
け
、
ま
た
、

町
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議

会「
働
く
場
所
開
拓
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」で
課
題
を
整
理

し
、
協
議
を
し
て
い
く
。

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
②

奨
学
金
返
還
支
援
制
度

の
全
国
の
都
道
府
県
、
市

町
村
の
実
施
状
況
は
。

令
和
２
年
６
月
１
日
時

点
で
、
47
都
道
府
県
の
う
ち

32
府
県
で
68
・
１
％
、
全
国

１
７
１
８
市
町
村
の
う
ち

４
２
３
市
町
村
で
24
・
６
％
で

実
施
さ
れ
て
い
る
。

QAQA

国
や
県
は
、
障
が
い
者

が
入
所
施
設
や
病
院
で
の
生

活
か
ら
地
域
で
暮
ら
す
こ
と

を
推
奨
し
て
い
る
。
本
町
も
、

地
域
で
暮
ら
す
た
め
の
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
必
要
な
施

設
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

都
市
計
画
道
路 

養
父
森
岡
線

養
父
森
岡
線
は
、朝
夕
の

通
勤
時
間
帯
だ
け
で
な
く
、

日
中
も
多
く
の
人
が
利
用

し
て
い
る
た
め
、道
路
の

痛
み
が
ひ
ど
く
、そ
の
都

度
修
復
依
頼
を
す
る
が
、

す
ぐ
に
穴
が
開
く
。部
分

的
な
補
修
で
な
い
舗
装
補

修
を
望
む
が
、考
え
は
。

交
通
量
が
多
く
、
舗
装

AQA

本
町
で
も
奨
学
金
返
還

支
援
制
度
を
実
施
す
る
こ

と
を
提
案
す
る
が
、見
解
は
。

近
年
、
運
用
改
善
が
図

ら
れ
て
い
る
が
、
制
度
の
効

果
を
最
大
限
発
揮
す
る
た
め

に
は
、
地
域
の
産
業
界
や
県

と
の
連
携
が
不
可
欠
だ
と
考

え
て
い
る
。
現
状
は
、
町
内

の
事
業
者
等
か
ら
要
望
は
上

が
っ
て
お
ら
ず
、
県
で
も
実

施
に
向
け
た
動
き
は
な
い
た

め
、
具
体
的
な
検
討
は
進
ん

で
い
な
い
。

　
今
後
も
地
域
の
産
業
界
と

も
情
報
共
有
し
、
県
と
の
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
調
査
研

究
に
努
め
て
い
く
。

QA

も
経
年
劣
化
し
て
い
る
た
め
、

適
宜
補
修
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
土
地
区
画
整
理
事

業
に
よ
り
、
都
市
計
画
道
路

と
し
て
一
体
的
な
整
備
が
行

わ
れ
る
予
定
の
た
め
、
今
後

も
引
き
続
き
部
分
的
な
補
修

に
努
め
る
。

健
康
維
持
の
た
め
の 

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス

令
和
２
年
度
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

活
用
し
て
明
徳
寺
川
沿
い

の
道
路
舗
装
補
修
工
事
が

完
了
し
た
。
こ
の
整
備
さ

れ
た
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー

ス
を
含
め
、
各
地
区
の
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
あ

り
方
見
直
し
の
検
討
は
。

史
跡
名
所
を
巡
る
独
自

の
コ
ー
ス
等
、
地
域
で
の
取

り
組
み
も
あ
り
、
各
地
区
の

ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
の
必

要
性
を
含
め
、
見
直
し
を

図
っ
て
い
く
。

QA

▲農福連携のチラシ

▲奨学金返還支援を

▲グループホーム
（社会福祉法人相和福祉会）

延
べ
１
０
８
人
の
障
が
い
者
が
作
業

A

Ｊ
Ｒ
や
名
鉄
は
手
帳
に
応
じ
て
割
引

A

本
町
の
農
福
連
携
①
の
成
果
は

Q

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
交
通
費
助
成
は

Q

水野　久子水野　久子
議員議員

秋葉富士子秋葉富士子
議員議員

語句
説明

一般質問


